
リコール届出日 ： 令和2年5月1日

外-3004

 無し

車名 型式 通称名
リコール対象車

の台数
備       考

【注意事項】リコール対象車の車台番号の範囲には、対象とならない車両も含まれている場合があります。

CAT0910MXH220183～CAT0910MTH2201702
919台

不具合の部位（部品名）

「914M」

1051台
平成29年5月10日～令和2年2月21日

自動車使用者及び自動車
分解整備事業者に周知さ

せるための措置

「910M」

（計3型式） （計3車種）
（輸入期間の全体の範囲）

キャタピラー

キャタピラー

YDP-H22
平成29年5月10日～令和2年2月21日

リ コ ー ル 届 出 一 覧 表

事故の有無0件

令和2年5月7日

不具合件数

ショベルローダの動力伝達装置において、原動機と油圧ポンプを接続するポンプカップ
リングの勘合部の構造が不適切なため、勘合が不十分なものがある。そのため、走行
振動等により、スプラインが損傷し、原動機の動力が油圧ポンプに伝達されなくなり、最
悪の場合、走行できなくなるおそれがある。

動力伝達装置　（ポンプカップリング）

届出者の氏名又は名称

リコール開始日リコール届出番号

問合わせ先 ：
キャタピラージャパン合同会社
小型製品　ローダーマーケティング
TEL：（０４５）６８２－３８００

基準不適合状態にあると
認める構造、装置又は性
能の状況及びその原因

改善措置の内容

キャタピラージャパン合同会社
代表社員ｷｬﾀﾋﾟﾗｰ・ﾜｰｸ・ﾂｰﾙｽ社
職務執行者　塚本　恵

平成29年8月7日～令和元年9月17日

CAT0914MXH240246～CAT0914MCH2401102
64台

平成29年6月5日～令和元年7月18日

キャタピラー YDR-H26 「918M」
CAT0918MXH260401～CAT0918MKH2601010

キャタピラー本社からの情報による

68台

全車両、ポンプカップリングを対策品と交換する。

・ 使用者 ：ダイレクトメール若しくは電話で通知する。
・ 自動車分解整備事業者：使用者の全てを把握しているので、周知させるための措置
　　　　　　　　　　　　　　　　　はとらない。
・ 改善実施済み車両には、キャブ後面ガラス左下若しくは左支柱下に、No.外-3004の
   ステッカーを貼付する。

YDP-H24

発見の動機

リコール対象車の車台番号（シリアル番号）の
範囲及び輸入期間

連絡先：国土交通省 自動車局 審査・リコール課
リコール監理室

電話番号：０３－５２５３－８１１１ 内線：４２３５４
国土交通省 ホームページアドレス ： http://www.mlit.go.jp

連絡先：国土交通省 自動車局 審査・リコール課
リコール監理室

電話番号：０３－５２５３－８１１１ 内線：４２３５４
国土交通省 ホームページアドレス ： http://www.mlit.go.jp

連絡先：国土交通省 自動車局 審査・リコール課
リコール監理室

電話番号：０３－５２５３－８１１１ 内線：４２３６１
国土交通省 ホームページアドレス ： http://www.mlit.go.jp


